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要約 : 有機性廃棄物のリサイクル方法としては今日堆肥化が一般的である 筆者らは リサイクルに 地
産地消 の観点を加味し 本学農学部厚木キャンパス内で排出される各種有機性廃棄物の混合による混合堆
肥化に関する一連の試験研究を行っている 本報は 従来の牛糞の堆肥化における 生牛糞殻 を対照
区とし これに生ごみを加えた実験区 生牛糞殻生ごみ の他 各種有機性廃棄物を加えた実験区を
設け 混合堆肥化試験を行ったところ + ,の知見を得たので その結果につき報告する すなわち + 実
験区 生牛糞殻生ごみ では 対照区 生牛糞殻 に比べ 堆肥化における初期温度が高温で推
移したこと , これに米糠 戻し堆肥を添加した区 生牛糞殻生ごみ米糠ないし戻し堆肥 は さ
らに初期温度が高温かつ安定的に推移したこと 等を確認した
キワド : 有機性廃棄物 リサイクル 混合堆肥化 生ごみ 初期堆肥化温度

は じ め に
有機性廃棄物には 家畜糞尿をはじめ 農業生産の過程
で生じる数多くの種類がある+, ,, -, ., / すなわち 稲藁 麦
稈 殻 米糠 茸廃床 剪定枝 さらには加工食品残渣
























殻 生ごみ 米糠 おがくずおよび戻し堆肥である
一般に堆肥化では 調製後の初期温度が高ければ その
後の堆肥化が良好に推移する3 よって 原料調製後の堆
肥化初期温度の推移を調べる目的で 実験 +から実験 .を
設けた なお 各実験の対照区と実験区は その都度 有





化初期温度の推移 効果 を検討することである すなわ
ち 実験 +-b 区は 生牛糞殻に生ごみを加え調製し
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ることである すなわち 実験 ,-b 区は 生牛糞殻
に生ごみを加え調製した生牛糞殻生ごみ戻し堆肥
区で 対照 ,-a 区は 戻し堆肥無添加の牛糞殻生
ごみ区である 尚 この実験に供試した戻し堆肥は 予め
本実験前に牛糞主体で調製された完熟堆肥である
また 本実験では 堆肥化の熟度を知る目的で 堆積直
後から +週間毎に -週間後まで 幼植物試験 コマツナ
Brassica campestris var. perviridis種子の発芽試験 を
行った 試験方法は慣行法+, ,に従った
実験 -
本実験の目的は 実験 ,の対照区 ; 牛糞殻生ごみ
区に米糠を添加した場合における堆肥化初期温度の推移
効果 を調べることである すなわち 実験 ,-a 区は





糠の米糠を *.,kg添加した .-a 区と *.0kg添加した .-
b 区の ,区を設けた
以上 実験 +から実験 .を通して +-a区はすべての実











ナイスSNS-C+ HS約 ,/ l の乾燥攪拌式コンポス
ト装置を使用した 原料とした食堂生ごみは おがくずで
1*に水分調整し 繁に切り返しを行った 温度は切り







Fig. +には 実験 +から .までの堆肥化初期温度の推移
を示した Fig. +より明らかなように いずれの実験にお
いても 実験区は対照区より初期温度が高い傾向にあっ
た すなわち 初期温度は生ごみを混合した区が混合しな
い区より高く 実験 + 戻し堆肥を加えた区が 加えな
かった区より 持続的に高く推移することが明らかとなっ
た 実験 , また 米糠添加の効果を調べた実験 -では
戻し堆肥を加えた区とほぼ同じ効果が認められた また
米糠の添加量の影響を調べた実験 .では *.0 kg添加 .
-b 区が *.,kgの添加 .-a 区より 初期温度が若干高い
傾向にあったが 両区間で著しい差異は認められなかっ
た このことから 米糠添加量は *.,kgでも十分と考えら
れる
生ごみ単一の実験 /の実験条件は実験 +, ,, -および .と
異にするが Fig. ,に示す通り実験開始直後から初期温度
が 0*近くなり その後は比較的急速に低下する傾向を
示した Fig. , この結果は 一般的に言われているよう
に+, ,, 2 生ごみにおがくずなど適切な水分調整材を添加し
て 繁な切り返しを行えば生ごみ単一でも初期温度が高
く効率的に堆肥化できることを確認した このことは 本
Table + Experimental design for the preparation of mixed compost from di#erent organic wastes






重量の推移については 実験 ,および実験 .における重
量の調査結果 推移 を Fig. -に示した Fig. -は 調製










調べるために 実験 ,により得られた堆肥について コマ
ツナ種子の発芽率調査を行った そのの結果は Fig. .の通
Fig. + Change of the early period temperature on
di#erent days of composting
Fig. , Temperature change for the preparation of compost from garbage by drying and agitating method
Fig. - Gradual weight decrease of mixed organic
wastes during the early period of composting
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りであった すなわち 戻し堆肥無添加 ,-a 区の発芽率
は 調査開始直後に /*をやや上回る程度で 強い発芽障
害が見られたしかし堆積 +週間後から発芽率は 2*以
上となり -週間後には 3*に達した 一方 戻し堆肥添
加 ,-b 区の発芽率は 調査開始直後から常に無添加 ,-
a 区より高い発芽率を示した +週間後には 3*以上と
なり その後も高い発芽率を示した このことは 戻し堆
肥添加効果 すなわち混合堆肥化効果 といえよう
以上の結果 生牛糞の堆肥化において 従来の生牛糞
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Fig. . Percentage of seed germination of Brassica
campestris var. perviridis in di#erent compost-
ing periods
	 Ex.,a (No addition)

 Ex.,b (Addition of return compost)
天野大谷268
Basic Experiment in Mixed Composting of
Di#erent Organic Wastes Special
Reference to Temperature with
the Addition of Garbage
By
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Summary : There is a general method of composting organic wastes for the recycling of resources. We
are conducting an experiment in mixing composting of several di#erent organic wastes discharged in
this university faculty of Agriculture Atsugi campus. Recycling of resources contains the viewpoint,
“within product and consumption”.
This paper reports on the experiment of mixed composting of di#erent organic manure mixes.
That is, where fresh cattle manure､garbage, rice husks, sawdust, rice bran and return compost were
used. The result of this experiments ; +) when garbage as mixed into fresh cattle manure, the
temperature of the ﬁrst stage for composting was high, ,) and also when rice bran or return compost
were added into the mixed materials, the temperature of the ﬁrst stage for composting remained high
and stable.
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